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2020年11月6日
2020年度図書館総合展 フォーラム
機関リポジトリについて考えよう！
アーカイビングポリシーデータベース連携と制限公開からみる将来像



Japanese General Social Surveysプロジェクト
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 公開性・継続性・汎用性を基本理念とした社会調査で、アメリカ
のシカゴ大学NORCが1972年から継続している総合的社会調
査（General Social Survey：GSS）の理念を日本で実現し
たもの

 日本全国の20歳から89歳の方を対象に調査

 面接調査票と留置調査票を併用

 面接票：職業、世帯構成、学歴などの基本的属性
 留置票：日常行動、余暇活動、犯罪被害、政治・社会政

策に対する考え方、時事問題の賛否など

日本版総合的社会調査
（Japanese General Social Survey：JGSS）
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Japanese
General
Social
Surveys

East
Asian
Social
Survey

研究課題

日本社会の
現状と変容
についての共
同研究

東アジア
諸地域との
比較の共同
研究

韓国 KGSS

中国 CGSS

台湾 TSCS

①調査の実施 ②分析と支援 ③データの整備
と公開

日本 JGSS

ＪＧＳＳ研究センター業務

http://www.eass.info/about/about01.php


EASS（East Asian Social Survey)

• 東アジア社会に特有な問題や関心に基づいて、共通の設問（モジュール）を設
定し、国際比較分析を実施、分析データ作成、データ公開。

• 日本（JGSS）・韓国（KGSS）・台湾（TSCS）・中国（CGSS）が参加

• 2003年 JGSS国際シンポジウム2003 を契機にEASSプロジェクト開始
• 2006年 第1回 EASS 2006：家族
• 2008年 第2回 EASS 2008：文化とグローバリゼーション
• 2010年 第3回 EASS 2010：健康と社会
• 2012年 第4回 EASS 2012：社会的ネットワークと社会関係資本
• 2015年 第5回 EASS 2014/15：ワークライフ
• 2017/2018年 第6回 EASS 2016 ：家族
• 2017/2018年 第7回 EASS 2018 ：文化とグローバリゼーション
• 2021年 第8回 EASS 2020 ：健康と社会（Covid-19含む）
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JGSS/EASS実施済・準備中・整備中の調査と公開状況（1）
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JGSS-2000 2000.10 2,893 (65%)

JGSS-2001 2001.10 2,790 (63%)

JGSS-2002 2002.10 2,953 (62%)

JGSS-2003 2003.10 A 1,957 (55%)；B 1,706 (48%) ﾈｯﾄﾜｰｸﾓｼﾞｭｰﾙ

累積2000-2003 - 12,299

JGSS-2005 2005.8 2,023 (51%)

JGSS-2006 2006.10 A 2,124 (60%)；B 2,130 (60%) E06ﾓｼﾞｭｰﾙ含

EASS 2006 2006.10 B 2,130 (60%) EASS 2006「家族」ﾓｼﾞｭｰﾙ

JGSS-2008 2008.10 A 2,060 (58%)；B 2,160 (61%) E08「文化とｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ」ﾓｼﾞｭｰﾙ含

EASS 2008 2008.10 B 2,160 (61%) E08「「文化とｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ」ﾓｼﾞｭｰﾙ

JGSS-2009LCS 2009.1 28～42歳；2,727(51%) ライフコース 公開済（本拠点)

JGSS-2010 2010.2 A 2,507 (62%)；B 2,496 (62%) E10「健康」ﾓｼﾞｭｰﾙ含

EASS 2010 2010.2 B 2,496 (62%) EASS 2010「健康」ﾓｼﾞｭｰﾙ

累積2000-2010 - 27,799 特別利用

JGSS-2012 2012.2 A 2,332 (59%)；B 2,335 (59%) E12ﾓｼﾞｭｰﾙ含

EASS 2012 2012.2 B 2,335 (59%) E12「ﾈｯﾄﾜｰｸ・社会関係資本」ﾓｼﾞｭｰﾙ

公開済
（JGSSは、

SSJDA/ICPSR/
GESISから；

EASSはEASSDA
とICPSRから）

公開済

調査名 実査年月 有効回収数（率） テーマ 公開状況

公開済



JGSS/EASS実施済・準備中・整備中の調査と公開状況（2）
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JGSS単年度データ（12）、補足データ（2）、累積データ（4）、パネルデータ（1）、EASSデータ（7）

JGSS-2013LCS 2013.2
JGSS-2009LCSの追跡ｻﾝﾌﾟﾙ：

922(86.1％)
公開済（本拠点)

JGSS-2015 2015.2 2,079（52％） E14/15「仕事と生活」ﾓｼﾞｭｰﾙ含 公開済

EASS 14/15 2015.2 2,079（52％） E14/15「仕事と生活」ﾓｼﾞｭｰﾙ
ICPSR寄託

公開済（本拠点）

JGSS-2016 2016.2 25-49歳ｵｰﾊﾞｰｻﾝﾌﾟﾙ 2100 J15と調査票同一 公開済（本拠点)

JGSS-2017 2017.2 744(55.6%) EASS 2016 「家族」ﾓｼﾞｭｰﾙ含 特別利用

JGSS-2017G 2017.11 860（64.0%） E18「文化とｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ」ﾓｼﾞｭｰﾙ含 特別利用

JGSS-2018 2018.2 1,916(54.3%) J17調査票とほぼ同一 特別利用

EASS 2016 17.2/18.2 J17 744(55.6%)；J18 1,916(54.3%) EASS 2016「家族」」ﾓｼﾞｭｰﾙ 整備中/特別利用

JGSS-2018G 2018.11 678(62.7%) J17Gと同一 整備中/特別利用

EASS 2018 2017/18.11 J17G 860（64.0%）；J18G 678(62.7%) E18「文化とｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ」ﾓｼﾞｭｰﾙ 整備中/特別利用

JGSS-2000-2015累積データ 特別利用

JGSS-2000-2018累積データ 特別利用

JGSS-2019LCS 2019.2
JGSS-2013LCSの追跡ｻﾝﾌﾟﾙ：

644(88.1％)
JGSS-2009/2013LCSの追跡 整備中

JGSS-2021 2021.1 A　3,300；B 3,300；全国440地点 E10「健康」ﾓｼﾞｭｰﾙ含/ESS健康含 実査準備中

調査名 実査年月 有効回収数（率） テーマ 公開状況
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図1 H12-R1年度 JGSSデータセット/調査情報利用件数

東京大学社会科学研究所SSJDA

アメリカ・ミシガン大学ICPSR

東京大学社会科学研究所リモート集計シ

ステム
東京大学社会科学研究所Nesstar

ドイツ・GESIS

※

注）

東京大学社会科学研究所はH27年7月にリモート集計システムを閉鎖し、Nesstarにリモート集計の機能を集約している。

ICPSRの利用件数には、オンライン分析システムの利用数（H26年の32件、H27年の115件、H28年の93件、H29年の70件、H30年の80件、R1年の79件）が含まれている。

※NesstarのH27年は11,354件、

H28年は19,864件、

H29年は22,810件、

H30年は41,369件、

R1年は41,289件

• SSJDA：JGSSデータの利用件数は第1位。
• ICPSR：15,000以上のデータのうち、常に上位。
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JGSSデータセットの利用件数
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大学院生

研究者

学部生

授業
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JGSSデータセットの利用者数
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2020年3月末

 大学 651

・国内：261

・海外：390

 研究機関 77

2013年3月末

 大学 322

・国内：202

・海外：120

 研究機関 55

SSJDA/ICPSRを通したJGSS/EASS
データ利用者の所属機関



• 国立情報学研究所が開発しているWEKO3 による新しいJAIRO 
Cloud の機能を拡張する形で「JGSS データダウンロードシステム」の構
築を進めている。

• 利用申請とダウンロードのシステムを構築し、申請からデータ入手までのス
ピードアップを図り、利用を促進する

• 授業での利用に際して、指導教官から、
• 都道府県などの情報を利用する際に保証人（所属長）から、

承認をえるプロセスもオンラインで

• 成果物報告と年度末の利用報告（終了か次年度継続）
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JGSSデータダウンロードシステム概略



A）アカウント登録・管理
• 利用者は、まず利用者情報を記入し、アカウントを登録する

※次期JAIRO Cloud（weko3）で導入予定のGakuNin-RDM経由のユー
ザーログインも可能
※ GakuNin：NIIが主導する学術認証フェデレーション。フェデレーションに参加する学術機関

は学内外のサービスを1つのID・PWで利用できる。
B）データごとの利用申請
• 利用者は、データごとに研究計画などを作成して利用申請をする
• センターは、利用申請の内容を審査し、承認／却下／やり直しを判断する
• 承認された利用者はシステムからデータをダウンロードできる
（利用期間：許可された年度の3月31日まで）
• 学部生と院生は、指導教員がアカウントを取得してシステム上で承認する必要がある
• 回答者の都道府県情報を含むデータは、所属長が保証人となりアカウントを取得して

システム上で許可する必要がある
• 詳細な地点情報を含むデータは、所属長が保証人となりアカウントを取得してシステ

ム上で許可する必要がある。データはセンターに来所して利用する(オンサイト利用）
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JGSSデータダウンロードシステムの機能（1）



C）成果物登録
• 利用者は随時、データを利用した成果物を登録する

D）利用報告
• 利用者は、データを利用した年度末に研究の進捗状況を報告する
• 利用報告の際に、「利用継続」または「利用終了」を選択する
• 利用報告の未実施者は、今後のデータ申請を認めない

E）スタッフ用管理機能
• 利用状況の把握に必要な各種データを出力する
• データの利用状況は、共同研究拠点の年次報告書に必要
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利用者 センター

①利用者登録
利用申請

②審議
結果連絡

③ダウンロード

④成果物登録

⑤利用報告

利用者 センター

①申請書郵送

②審議結果
連絡

③ﾚﾀｰﾊﾟｯｸと
CD-R郵送

④データ入り
CD-R郵送

⑤成果物郵送

情報を手入力

情報を手入力

現在 システム導入後

※論文などはpdfでアップロード
著書などは郵送

現行運用とシステム導入後の運用イメージ
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アカウントの登録

アカウントの登録画面
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ログイン

・GakuNin-RDM経由のユーザーログインも可能

ログイン画面
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利用申請の流れ①
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利用申請の流れ②
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利用申請の流れ③
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▼ JGSSデータ
▷ 単年度データ
▷ ライフコースデータ
▷ 都道府県データ
▷ 地点情報データ＜来所利用＞

▷ EASSデータ

申請

「申請」ボタンをクリック

申請するデータのページを選択

利用申請の詳細：
①申請するデータの選択

2000LCSv1.zip
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利用規約に同意

利用申請の詳細：
②利用規約に同意
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利用目的

利用目的（研究／授業）、研究題目、研究計画などを記入して申請
→ 利用者に利用申請受付のお知らせメールが届く

社会階層と転職の関係

社会階層と転職の関係を明らかにする。
父母の社会経済的地位が子供の転職経験にどのような影響を
与えるかを分析する。

利用申請の詳細：
③利用申請内容の記入



• 役職と申請データの種類により、指導教員・保証人の承認が
必要な場合もある。
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管理者が承認ボタンをクリック
→ 利用者が申請したデータセットをダウンロード可能になる
→ 利用者に利用承認のお知らせメールが届く

承認やり直し

※管理者画面

利用申請の詳細：
④管理者の承認
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▼ JGSSデータ
▷ 単年度データ
▷ ライフコースデータ
▷ 都道府県データ
▷ 地点情報データ＜来所利用＞

▷ EASSデータ

インデックスツリーからデータのページにアクセスすると
「申請」ボタンが「ダウンロード」ボタンに変わっている
→ クリックしてデータをダウンロード

2000LCSv1.zip

利用申請の詳細：
⑤データセットのダウンロード
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一
般

院
生

学
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生

一
般

院
生

学
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生

一
般

院
生

一
般

院
生

一
般

院
生

学
部
生

- 指 指 - 指 指 - 指 - 指 - 指 指
- - - - - - 保 保 保 保 - - -
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

メールアドレス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
氏名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大学・機関 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
所属部局・部署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
役職 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電話番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
所属学会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
氏名 - ○ ○ - ○ ○ - ○ - ○ - ○ ○
所属 - ○ ○ - ○ ○ - ○ - ○ - ○ ○
役職 - ○ ○ - ○ ○ - ○ - ○ - ○ ○
メールアドレス - ○ ○ - ○ ○ - ○ - ○ - ○ ○
電話番号 - ○ ○ - ○ ○ - ○ - ○ - ○ ○
氏名 - - - - - - ○ ○ ○ ○ - - -

所属 - - - - - - ○ ○ ○ ○ - - -

役職 - - - - - - ○ ○ ○ ○ - - -

メールアドレス - - - - - - ○ ○ ○ ○ - - -

電話番号 - - - - - - ○ ○ ○ ○ - - -

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○研究計画

単年度
データ

保証人

申請者

指導教員

データタイプ

ユーザ種別

指導教員の承認
保証人の承認
JGSSの承認

EASSデータ

研究題目

ライフコース
データ

都道府県
データ

地点情報

システムに対応するデータと承認者
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成果物登録の流れ①
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成果物登録の流れ②
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「+New Activity」ボタンをクリック
A-20191019-JGSS-2013LCS-利
用報告-jgssuser

成果物登録の詳細：
①ワークフローで「+New Activity」を選択
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「成果物登録」の「+新規」ボタンをクリック

成果物登録の詳細：
②成果物登録の「+新規」を選択
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クリックして「成果物」（pdfファイルなど）
をアップロード

成果物の
ライセンスを指定

成果物登録の詳細：
③成果物のアップロード
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対応する利用申
請ID、成果物の
書誌情報、分野
などを入力

「次へ」をクリックして、成果物を提出
→ 成果物登録受付のお知らせメールが届く
→ 管理者承認後、成果物登録承認のお知らせメールが届く

成果物登録の詳細：
④成果物情報の記入
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利用報告の流れ①
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利用報告の流れ②
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A-20191019-JGSS-2013LCS-利
用報告-jgssuser

ワークフロー画面で利用報告のアイテムをクリックする
※利用報告アイテムは、データダウンロード時に自動で生成される

利用報告の詳細：
①ワークフローから利用報告のアイテムを選択
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「年次報告」、「終了／継続」、「対応する成果物のID」欄を記入して報告
→ 利用報告受付のお知らせメールが届く
→ 管理者の承認後、利用報告の承認メールが届く

利用報告の詳細：
②利用報告の内容を記入



システム利用状況の把握（管理者機能）

• システムの利用状況の情報（利用申請、成果物報告、利用報告
の詳細情報）をダウンロードしてエクセルで管理・集計できる

36

※利用申請情報のエクスポートの例



①JGSS単年度データ：JGSS-2015, JGSS-2016,
JGSS-2017/2018統合データ、
JGSS-2017G/2018G統合データ

②JGSSライフコース調査データ
• JGSS-2009LCS, JGSS-2013LCSwave2
• 28歳以上42歳以下を対象に実施したパネル調査

③JGSS地域ブロックと都道府県データ
• 回答者の居住地に関する変数のみのデータ

④JGSS地点情報データ
• 詳細な抽出地点の情報のデータ
• システムでは申請受付のみで、来所利用

⑤EASSデータ：EASS 2006, EASS 2008, EASS 2010
EASS 2012, EASS 2014/2015, EASS 2016
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システムに対応するデータ



2019年 5~7月 他の拠点へのヒヤリングを重ねてシステムをデザイン
9月～ システムを構築する日立製作所とNIIと確認・構築

2020年 1月 日立製作所から発注したシステムが納入
5~8月 本拠点がNIIの構築した実験環境でｼｽﾃﾑをテスト
11月～ 日立製作所にシステム修正の発注

2021年 1月末 日立製作所から修正システムの納品
2月 NIIが実験環境下で修正システムをテスト
3月 本拠点が実験環境下で修正システムをテスト
4月 JGSSデータダウンロードシステムが稼働
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ダウンロードシステム構築の進展と今後の予定
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